
科目名 
微分積分Ⅰ 

Differential and Integral Calculus I 

科目コード 10111 

 

学科名・学年 全学科・2年 

担当教員 高橋剛(M2,EC2担当), 野澤武司(EE2,MB2担当), 涌田和芳(Ci2担当) 

区分・単位数 履修単位科目・必履修・2単位 

開講時期・時間数 後期，60時間【内訳：講義 58，演習 0，実験 0，その他 2】 

教科書 高遠節夫ほか著，新 微分積分Ⅰ，大日本図書 

補助教材 

高遠節夫ほか著，新 微分積分Ⅰ 問題集，大日本図書 

ドリルと演習シリーズ微分積分，電気書院 

大学入試数学問題集 数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂ グリーンフレキシブル，旺文社 

参考書  

【A．科目の概要と関連性】 

 2年から 4年の数学を通して，工学の基礎となる数学の二大分野のうちの一つである微分積分学

について学んでいく（もう一つは線形代数という分野）．微分積分Ⅰは，その基本となる微分法に

ついて，その考え方（極限の概念とその活用）を学び，基本的な計算技術の修得を目指す．また，

微分法を応用して，関数の様子をより精密に調べる数学的手法についても学ぶ． 

  

【B．「科目の到達目標」と「学習・教育到達目標」との対応】 

この科目は長岡高専の学習・教育目標の(C)と主体的に関わる． 

この科目の到達目標と，各到達目標と長岡高専の学習・教育目標との関連を以下の表に示す． 

科目の到達目標 評価の重み 
学習・教育到達

目標との関連 

① 極限の意味を理解し，公式を利用した極限計算が出来るようになる． ― (c1) 

② 導関数の定義を図形的な意味とともに理解し，公式を駆使して微分

計算が出来るようになる． 
― (c1) 

③ 導関数の考え方をいろいろな場面（関数の最大・最小，グラフの作

図，速度と加速度等）に応用することによって理解を深める． 
― (c1) 

  

【C．履修上の注意】 

 この科目は 2～4 年で学ぶ微分積分学の基本なので，微分の計算が出来ないと高学年での数学の

修得は難しい．微分の計算を確実にマスターできるよう，問題演習にしっかり取り組んで欲しい．  

  

【D．評価方法】 

中間・期末の 2回の定期試験，夏の課題試験，小テスト，レポートの他，授業に取り組む態度（発

言，質問回数等）で達成目標に対する理解の程度を評価する．50点以上を合格とする．



【E．授業計画・内容】 

● 後期 

週 内容 備考 

1 導関数の公式 特別授業期間に 

夏休み課題試験 

（試験時間：80分） 

2 合成関数の導関数 

3 三角関数の導関数 

4 逆三角関数の導関数  

5 指数関数・対数関数の導関数  

6 微分法の演習  

7 後期中間試験 試験時間：50分 

8 平均値の定理  

9 関数の増減と極値  

10 関数の最大・最小  

11 接線と法線  

12 不定形の極限  

13 高次導関数，曲線の凹凸  

14 媒介変数表示と微分法，速度と加速度  

－ 後期末試験 試験時間：50分 

15 試験解説と発展授業  

 


